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別紙－３④ （ 第３評定者）
考査項目 工 種 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ

3.出来形及 護 岸 ・ □ 評価対象項目の履行状況（評価値）と品質関係の試験結果のばらつきとから判断する。 □ 品質関係の試験
び出来ばえ 根 固 ・ 結果が規格値、試験

水 制 工 【関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験】 基準を超え不適合に
Ⅱ.品質 事 ※ばらつきの判断は別紙－４参照。 該当する。

別紙－３の作成は別紙－５により行う。

【評価対象項目】
□ １．施工基面を平滑に仕上げていることが確認できる。
□ ２．裏込材及び胴込めｺﾝｸﾘｰﾄは、設計図書の仕様を満足し、締固めを空隙が生じないよう十分に行っている

ことが確認できる。
□ ３．緑化ﾌﾞﾛｯｸ、石積(張)、法枠、かごﾏｯﾄ等における材料のかみ合わせ又は連結が、裏込材の吸出しが無い

よう行っていることが確認できる。
□ ４．石積(張)において、大きさ及び重さが設計図書の仕様を満足していることが確認できる。
□ ５．護岸工の端部や曲線部の処理が適切であり、必要な強度及び水密性を確保していることが確認できる。
□ ６．遮水シートが所定の幅で重ね合わせられ、端部処理が設計図書の仕様を満足していることが確認できる。
□ ７．植生工で、植生の種類、品質、配合及び養生が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。
□ ８．根固工、水制工、沈床工、捨石工等において、材料の連結及びかみ合

わせが設計図書の仕様を満足していることが確認できる。
□ ９．指定材料の品質が、証明書類で確認できる。 ①当該「評価対象項目」のうち、
□１０．基礎工において、掘り過ぎがなく施工していることが確認できる。 評価対象外の項目は削除する。
□１１．ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ等を損傷なく設置していることが確認できる。 ②削除項目のある場合は削除後の評
□１２．施工にあたって、床堀箇所の湧水及び滞水等は、排除して施工してい 価項目数を母数として比率（％）

ることが確認できる。 計算の値で評価する。
□１３．埋戻し材料について、設計図書の仕様を満足していることが確認でき ③評価値( ％）＝該当項目数（ ）

る。 ／評価対象項目数（ ）
□１４．水抜き孔の施工にあたって、設計図書の定められた条件を満足してい ④なお、削除後の評価対象項目数が

ることが確認できる。 ２項目以下の場合はｃ評価とする。
□１５．クラックが無い。
□１６．その他（理由 ）

●判断基準

ばらつきで判断可能 ばらつきで

50%以下 80%以下 80%を超える 判断不可能

90 ％以上 a a’ b a’
評

75 ％以上 90 ％未満 a’ b b’ b
価

60 ％以上 75 ％未満 b b’ c b’
値

60 ％未満 b’ c c c

注 試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。


